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 国語Ⅰ ( JapaneseⅠ) 

 

１年・通年・３単位・必修 
機械，電気，情報，物質化学工学科 

    担当 鍵本 有理 ，中西 潔 

電子制御工学科  担当 鍵本 有理  

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（３） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 

〔JABEE 基準〕 

 

 

〔講義の目的〕 
国語には二つの面がある。一つは、文章を読んでその登場人物の気持ちや、書いてある内容に共感

できるということ。これにはまず受講生一人一人が人間として「生きている」ということが必要であ

る。そして、残念ながら自分の心の中で「わかった」と思っていても人には伝わらない。「こういう

気持ちだ」「つまりこういうことだ」と、自分の言葉で表現できて、初めて「わかった」ということ

になる。この二つをふまえて、「考える」「読む」「書く」「話す」ことを目指す。 
〔講義の概要〕 
  高等学校第１学年に相当する国語の力を身につけるため、高等学校用の教科書を使用し、いろいろ

な文章を読んで様々な角度から物事を考える。また学生同士で「話し合う」、考えた内容をノートや

文章に自分で「まとめる」ことにも重点をおく。 
週３時間のうち、２時間を現代文、１時間を古典（古文・漢文）の時間に当てる。 

〔履修上の留意点〕 
まず授業を「聞く」こと、「書く」こと。授業中の発問を自分で考え、その過程を残した「わかる」

ノートを作る。人の発言を聞き、また自分が発言することも重要である。漢字や語句についての課題

があれば必ずすませておく。配付されたプリントは各自でよく読んでおくこと。 
古典については毎時間、予習をすること。教科書の本文を写し、大事な注なども写しておくとよい。

そして、意味がわからないと思ったところを授業で集中して聞くようにするとよく理解できる。 
〔到達目標〕 

前期中間試験： １）基本的な漢字や語句の知識を身につける、２）文章の構成がつかめる、３）評論文や小説の主
題を的確にとらえる、４）古文を正確に音読できる、５）古文の内容を現代語でまとめたり表現したり
することができる 

前期末試験：  １）基本的な漢字や語句の知識を身につける、２）文学作品や評論文の主題について理解し、話し
合ったり自分の言葉でまとめたりすることができる、３）近代詩、文学史の知識を身につける、４）古
典文法の知識を身につける、５）漢文訓読の知識を身につける 

後期中間試験： １）基本的な漢字や語句の知識を身につける、２）小説の登場人物の心情を読みとり、主題について
考えることができる、３）評論文の主題をとらえる、４）古文のテキストの意味を読みとり、説明すること
ができる、５）漢詩の基礎知識を身につける、６）手紙の書き方を身につける 

学年末試験：  １）基本的な漢字や語句の知識を身につける、２）小説の登場人物の心情を読みとり、主題について
考えることができる、２）近代短歌を鑑賞し、表現などについて説明することができる、３）論理的な
文章の要旨を把握することができる、４）歌物語の特徴を味わい、内容を読みとることができる、５）
漢文の内容を理解し、中国思想について乃基礎知識を身につける。 

〔評価方法〕 
定期試験成績（６５％）を基本とし、これに課題・古典のノート・「読書ノート」提出（２０％）、

授業中の音読・発表や作業への取り組み、漢字テスト（１５％）を加えて総合的に評価を行う。

〔教科書〕 
 「高等学校 国語総合」 明治書院 

〔補助教材・参考書〕 
 「新国語便覧」（新版二訂）第一学習社、「高校漢字必携」第一学習社、 
「完全マスター古典文法準拠ノート〈実力養成〉」第一学習社、その他補助プリント 

〔関連科目・学習指針〕 
 国語は全ての科目の基礎といえる。歴史や哲学だけでなく英語の勉強や数学の論理的思考、 
各科目のレポート作成や勉強の仕方とも関連するので留意すること。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 授業の進め方、ガイダンス 本科目の概要・目的を理解する。予習やノートの取り方についての説明。 

第 2 週 随想「『ふと』と『思わず』」① 
「児（ちご）のそら寝」  

随想を読み、構成を考え、内容を的確にとらえる。 

「児のそら寝」を読み、古典の文体に親しむ。 

第 3 週 随想「『ふと』と『思わず』」② 
「検非違使忠明」 

随想を読み、日本語と外国語との違い、日本の文化について考える。 

『宇治拾遺物語』の説話について、内容を読みとり、おもしろさを味わう。 

第 4 週 小説「羅生門」① 

「尼、地蔵を見奉ること」 
小説「羅生門」を読み、主人公のおかれた状況を理解する。作者について知る。

『宇治拾遺物語』の説話について、内容を読みとり、状況を理解する。 

第 5 週 小説「羅生門」② 

「徒然草」① 
表現に注意しながら主人公の心情を読みとる。 

「徒然草」の序段、また七十一段を読み、この随筆のおもしろさを味わう。 

第 6 週 小説「羅生門」③ 

「徒然草」② 
表現に注意しながら各登場人物の心情を的確にとらえる。 

八十九段を読み、物語の状況を読みとる。 

第 7 週 小説「羅生門」④ 

「徒然草」③ 
小説全体の構成や主題を確かめる。 

八十九段について、内容を理解し、この話のおもしろさを味わう。 

第 8 週 試験解説／スピーチ準備 

試験解説／古典文法① 

教科書ｐ214～215 を参考に、「物」に関するスピーチの準備をする。 

古典文法の知識を身につける（品詞など）。 

第 9 週 スピーチ① 

古典文法② 
クラスで各自がスピーチをし、また他の人のスピーチに対する評価をする。 

古典文法の知識を身につける（動詞の活用など）。 

第１0 週 スピーチ② 

古典文法③ 
クラスで各自がスピーチをし、また他の人のスピーチに対する評価をする。 

古典文法の知識を身につける（形容詞・形容動詞の活用など）。 

第１1 週 詩を読む①「甃のうへ」話し合い 

古典文法④ 
近代詩についての知識を身につけ、グループで読解作業を行い、詩に親しむ 

古典文法の知識を身につける（助動詞の活用など）。 

第１2 週 詩を読む②「サーカス」 

古典文法⑤ 

中原中也の詩について、グループで鑑賞し、まとめる。 

古典文法の知識を身につける（助動詞、注意すべき表現など）。 

第１3 週 詩を読む③「I was born」 

漢文入門①訓読の基本 

吉野弘の詩について、グループで鑑賞し、まとめる。／夏期休業中の課題説明。

漢文訓読の基本的な知識について確認する。 

第１4 週 評論「ネットとリアルのあいだ」 

漢文入門②再読文字・置き字 
評論を読み、全体の構成や筆者の主張を理解する。 

漢文の格言を読み、漢文の訓読に慣れる。 

第１5 週 評論「ネットとリアルのあいだ」 

漢文「守株」 
評論を読み、現代社会の問題について考える。 

「守株」を読み、おもしろさを理解する。 
前期期末試験 

第１6 週 試験解説／評論「日常性の壁」 

試験解説／「竹取物語」① 
評論を読み、身近な問題から人間の本性について考える。 

「かぐや姫の生ひ立ち」を読む。文学史的な知識を身につける。 

第１7 週 小説「城の崎にて」① 

「竹取物語」② 
「城の崎にて」の作者、志賀直哉について知る。主人公の心情を的確にとらえる。

「かぐや姫の生ひ立ち」を読み、内容を読みとる。 

第１8 週 小説「城の崎にて」② 

「竹取物語」③ 
小説を読み、表現に注意しながら人物の心情を的確にとらえる。 

「かぐや姫の嘆き」を読み、主人公の心情を読みとる。 

第１9 週 手紙の書き方（礼状を書く） 

「竹取物語」④ 
秋季社会工場見学先への礼状を作成し、手紙の形式や用語を身につける（p216）。

「かぐや姫の嘆き」を読み、物語の状況を読みとる。 
  

第 20 週 小説「城の崎にて」③ 

「竹取物語」⑤ 
小説全体の構成や主題を確かめる。 

「竹取物語」について、主題をまとめる。   

第 21 週 評論「『思われる』と『考える』」 

漢詩① 
評論文を読み、全体の構成や筆者の主張を理解する。 

「江南春」「春暁」を読み、漢詩の知識を身につける。   

第 22 週 評論「『思われる』と『考える』」 

漢詩② 

評論文をもとに、日本語と英語の違いについて考える。聞き取りの練習を行う。

「江雪」「春望」を読み、それぞれの詩に込められた思いを読みとる。   

第 23 週 試験解説／太宰治について 

試験解説／「伊勢物語」① 

「富岳百景」の作者、太宰治について知る。 

「伊勢物語」の文学史的な知識を身につける。   

第 24 週 小説「富嶽百景」① 

「伊勢物語」② 

小説を読み、主人公の心情を的確にとらえる。 

「芥川」の章段を読み、内容を理解する。   

第 25 週 小説「富嶽百景」②／百人一首 

「伊勢物語」③ 

小説の表現に注意しながら人物の心情を的確にとらえる。百人一首に親しむ。

「筒井筒」の章段を読み、当時の婚姻や習慣について学ぶ。   

第 26 週 小説「富嶽百景」③ 

「伊勢物語」④ 
小説全体の構成や主題を確かめる。 

「筒井筒」の章段を読み、登場人物の心情を読みとる。   

第 27 週 評論「世界中がハンバーガー」① 

「伊勢物語」⑤ 
評論を読み、全体の構成や筆者の主張を理解する。 

「筒井筒」の章段を読み、当時の人々の生活について理解し、心情を理解する。
  

第 28 週 評論「世界中がハンバーガー」② 
漢文「論語」① 

評論文の論旨を読みとり、現代社会の問題について考える。 
『論語』を読み、孔子の思想について理解する。   

第 29 週 短歌を読む① 

漢文「論語」② 
近代短歌について、グループで読解作業を行い、短歌に親しむ。 

『論語』を読み、孔子の思想について理解する。 

第 30 週 短歌を読む② 

漢文「論語」③ 
文学史の知識を身につける。近代短歌に親しむ。 

『論語』を読み、孔子の思想について理解する。 
学年末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）   (達成)       (達成)         (達成)          (達成) 



2013 シラバス 
 
1MIC005 

 地 理 ( Geography ) 

１年・通年・２単位・必修 
機械工学科・情報工学科・ 

物質化学工学科 担当 水谷 彰伸 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（１） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 
私たちが生活している地表ではさまざまな人間活動が営まれ、壮大な自然環境がこれを覆っている。こ

の科目では自然環境や人間活動のしくみを理解し、地理的な視点を養い、現代社会に生きてゆくために必

要な地理的知識を身につけてゆきたい。 

〔講義の概要〕 
地表にはさまざまな地理的な現象がみられ、諸問題も存在する。これらをテーマ別に概説したうえで、

その発生原因を究明し、できれば対応策・解決策を考えてみたい。そのため、必要となる地理的な視点・

考え方、場合によっては技術的な手法についても学習したい。同時に、いろいろな「地理的発見」を導

き出してゆく。諸君の積極的な参加が求められる。 
〔履修上の留意点〕 
必ずしも教科書のページ順に講義を進めてゆくわけではなく、教科書をこえた内容にもせまる(教科

書記載内容がすべてであるという「教科書神話」は通用しない)。そのため、講義内容の把握・理解に

は当然のこととはいえ、常に心がけておくこと(お互いの学習環境にも配慮しよう)。地図帳・地形図は

基本的に毎回持参すること。講義には積極的に参加する姿勢が大切で、とくに地理実習・課題などでは

このことが大きく影響する。 

〔到達目標〕 
前期中間・期末試験 後期中間・学年末試験：講義内容(基本的な地理的事象・現象)の理解。 

 

〔評価方法〕 
定期試験・70％、地理実習などの課題(講義へのとり組みを含む)・30％を基本とし、総合評価する。

また、他人の学習環境をみだす行為(私語など)には厳正に対処し、改善されないときは成績に反映させ

る。なお、提出を求められた課題は正確・ていねいに完成させ、必ず自主的に提出すること(提出期日

や条件などの厳守が有利にはたらく)。 

〔教 科 書〕 
①『新詳地理Ｂ』、帝国書院。  ②『標準高等地図』、帝国書院。 

〔補助教材・参考書〕 
①１：25000 地形図「大和郡山」、国土地理院発行。 ②配付資料（適時配付する）。 

 ※地形図はできるだけ折り曲げないで、最初の講義に持参すること（折り方を学習する）。 

  

 〔関連科目〕 
歴史は時間的な流れを対象にするが、地理は空間的な広がりをみる。この空間は時間の経過とともにた

えず変化しているので、両者を完全に区別して考えることはできない。したがって、2年次以降の歴史と

関連させて学習する必要がある。自然環境に関する分野では地学を中心とする理科の分野と関連する。な

お、地理的なしくみや考え方(法則性)は専門分野でのオリジナルな発想へのヒントとなる可能性をもつ。
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 オリエンテーション この科目に関するオリエンテーション。※地形図を持参すること。  

第 2 週 地形図（１） 1：25000 地形図を中心とした地形図の基礎を学習。  

第 3 週 地形図（２） 地形図内容を正確に読みとる技能の習得。  

第 4 週 地形図（３） 地形図の応用分野への接近。  

第 5 週 さまざまな地図 各種図法によって描かれた世界図の特色を説明。  

第 6 週 地理実習（１） 統計数値データの地図化。  

第 7 週 地域調査（１） 世界の地域調査法の習得。  

第 8 週 世界地誌（１）  

第 9 週 世界地誌（２）  

第１0 週 世界地誌（３）  

第１1 週 世界地誌（４） 

東南アジア諸国を通してみた異文化世界の理解。 

 

第１2 週 世界の自然環境（１）  

第１3 週 世界の自然環境（２）  

第１4 週 世界の自然環境（３）  

第１5 週 世界の自然環境（４） 

世界の気候をそれぞれ把握し、地球規模で各地にその気候があらわれる

要因の理解。われわれの生活環境が大きく気候に適応していることや世

界の文化が気候に反映されて形成されていることなどを学習。 

 

前期期末試験 

第１6 週 地理実習（２） 統計数値データ以外の地理的情報から主題図を作成。  

第１7 週 世界の自然環境（５）  

第１8 週 世界の自然環境（６）  

第１9 週 世界の自然環境（７） 

世界の気候をそれぞれ把握し、地球規模で各地にその気候があらわれる

要因の理解。われわれの生活環境が大きく気候に適応していることや世

界の文化が気候に反映されて形成されていることなどを学習。 
 

第 20 週 村落と都市（１）  

第 21 週 村落と都市（２）  

第 22 週 村落と都市（３）  

第 23 週 村落と都市（４） 

われわれが居住する「集落」を「村落」と「都市」にわけて、地理的特

色を見出してゆく。 

 

第 24 週 都市問題（１） 先進国における都市問題の概説。  

第 25 週 都市問題（２） 発展途上国における都市問題の概説。  

第 26 週 都市問題（３） 先進国と発展途上国における都市問題の類似点と相違点。  

第 27 週 余暇活動の地域性 余暇活動の実態とその地域性の把握。  

第 28 週 地域調査（２） 都道府県レベルの地域調査法の習得。  

第 29 週 地理実習（３） 都道府県レベルにおける日本地誌の把握と地理的発見。  

第 30 週 まとめ 総まとめ。  

学年末試験 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)      (達成)          (達成)           (達成) 
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数学α  ( Mathematics α ) 

 

 
   １年・通年・４単位・必修 
      機械,  物質化学工学科・担当  (荒金 憲一) 

    電気, 電子制御, 情報工学科・担当  (名倉 誠) 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(2) 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
 

〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 

 科学や工学から生まれた多くのアイデアは数式によって表すことができる。数学という学問の大きな目的

の一つは、その数式を解き明かすことで科学や工学をより深く理解することにある。 

 数学αでは基本的な数学的思考を養うとともに、複雑な式を正確に扱える計算力を培う。 

〔講義の概要〕 

 中学校で学んだ文字の計算・方程式・関数の考え方をさらに深めて、様々な形の方程式や不等式の解法を

学ぶ。また、物理・化学・専門科目・２年生以降の数学を学習する上での基礎となる新しい関数(分数関

数・無理関数・指数関数・対数関数・三角関数・逆三角関数)を学習する。 

〔履修上の留意点〕 

数学は抽象的な学問であるため、わかりにくいと感じられることが多い。そのようなときは、できるだけ

例題や問題集に挑戦しながら具体的に考えていくことを勧める。また、数学の理解の仕方は千差万別であ

るため、自分なりに理解出来るまで、教科書とノートを見て地道に繰り返し、復習をすることが必要であ

る。もちろん、授業中や放課後に担当教員へ質問をすることも理解を深めるために大切なことである。 

初めはわからないことが多くても、集中して自分の頭で考え、悩みぬいた経験があれば、数週間後あるい

は数ヶ月後、数年後には細かいところもスムーズに納得できるようになるものである。そして、計算の仕

方とその仕組みがわかるようになれば、数学は非常におもしろい学問となる。 

 

〔到達目標〕 

前期中間試験：(１)整式の展開と因数分解 (２)分数式の計算 (３)絶対値を含む式の計算 

(４)平方根を含む式の計算 

前期末試験： (１)因数定理の理解 (２)高次方程式の解法 (３)分数関数・無理関数のグラフと方程式

の解法 (４)逆関数と合成関数を求める 

後期中間試験：(１)指数法則、対数の性質を使った計算 (２)指数関数・対数関数のグラフと方程式、

不等式の解法 (３)常用対数を使った計算 (４)三角関数(三角比)の理解と計算 

学年末試験： (１)正弦定理と余弦定理の利用 (２)一般角の三角関数の理解とグラフおよび方程式、 

不等式の解法 (３)加法定理といろいろな公式を使った計算 

 

〔評価方法〕 

定期試験の成績(約６０％)に、これ以外の小テスト・課題レポート・授業への取り組み(約４０％)を加え

て総合的に評価する。 

〔教科書〕 

 「新版 基礎数学」，実教出版，岡本和夫 監修 

〔問題集〕 

 「新版 基礎数学 演習」，実教出版，岡本和夫 監修 

〔関連科目・学習指針〕 

数学αで学ぶ内容は、数学βでも使われる。さらに物理、化学、専門科目および２年生以降における数学

の学習の基礎となる。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊

第１週 整式の加法・減法・乗法 整式の加減乗法による結果を降べき(昇べき)の順に整理する。  

第 2週 整式の展開公式 展開公式を使って、いろいろな式の展開を計算する。  

第 3週 整式の因数分解 因数分解の公式を使って、いろいろな式の因数分解を計算する。  

第 4週 整式の除法 数字(整数)と同じように整式の割り算の計算をする。  

第 5 週 整式の約数・倍数 数字(整数)と同じように整式の約数と倍数を求める。  

第 6 週 分数式 数字(整数)と同じように整式の分数の計算をする。  

第 7週 実数の分類と絶対値 有理数と無理数を理解し、場合分けを使って絶対値を定義する。  

第 8週 平方根を含む式の計算 平方根を理解して、分母を有理化する。  

第 9週 恒等式 恒等式の性質を理解して、分数式を部分分数に分解する。  

第１0週 剰余の定理・因数定理 剰余の定理、因数定理を使って、余りの計算と因数分解をする。  

第１1週 高次方程式 因数分解の公式と因数定理を使って、3次と４次の方程式を解く。  

第１2週 等式・不等式の証明 等式と不等式の証明方法を理解し、証明の書き方を身につける。  

第１3週 べき関数 偶関数・奇関数を理解して、グラフの平行移動も学ぶ。  

第１4週 分数関数・無理関数 分数関数と無理関数のグラフを書き、方程式の問題を解く。  

第１5週 逆関数・合成関数 逆関数の定義とその性質を理解して、合成関数も求める。  

前期末試験 

第１6週 指数の拡張 累乗根を理解して、指数が有理数の場合の計算をする。  

第１7週 指数関数とそのグラフ 指数関数のグラフの特徴を理解し、方程式・不等式の問題を解く。  

第１8週 対数とその性質 対数の定義と性質を理解して、対数の計算をする。  

第１9週 対数関数とそのグラフ 対数関数のグラフの特徴を理解し、方程式・不等式の問題を解く。  

第 20 週 常用対数 常用対数を利用して、応用問題を解く。  

第 21 週 鋭角の三角比 三角比の定義とその性質を理解して、問題を解く。  

第 22 週 三角比の拡張 拡張された三角比とその性質を理解して、問題を解く。  

第 23 週 正弦定理と余弦定理 正弦定理と余弦定理を理解して、三角形の面積を求める。  

第 24 週 一般角と弧度法 一般角や弧度法の定義を理解して、計算をする。  

第 25 週 三角関数 一般角の三角関数の定義と性質を理解して、問題を解く。  

第 26 週 三角関数のグラフ 三角関数のグラフの特徴を理解して、グラフを書く。  

第 27 週 三角方程式・不等式 三角関数の方程式と不等式を解く。  

第 28 週 逆三角関数 逆三角関数の定義と性質を理解する。  

第 29 週 加法定理 加法定理を導き、加法定理を使って計算をする。  

第 30 週 加法定理の応用 加法定理から導かれる公式を使って計算をする。  

学年末試験 

＊ ４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

（達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 



1MESIC010 2013 シラバス 

 

数学β (Mathematics β) 
１年・通年・２単位・必修 
機械，物質化学工学科・担当 安田 智之 

電気，電子制御，情報工学科・担当 荒金 憲一 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(2) 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
 

〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 
 ・２次関数の性質を理解し、そのグラフを２次方程式、２次不等式の解法に利用できるようにする。

・直線、円、放物線などの図形を座標平面上におき、方程式で表現し、図形の性質を理解する。 

 ・ものの個数、物事が起こりうる場合などの数え上げを順序良く、論理的に行なえるようにする。 

 ・集合と命題の基本を学ぶことにより、論理的な思考ができるようにする。 

〔講義の概要〕 
・２次方程式・不等式の解法を理解し、２次関数のグラフと方程式・不等式の解との関係を調べる。

・平面上の直線、円の性質を調べ、２直線の平行・垂直などの関係、直線と円との関係を調べる。 

・２次曲線（放物線、楕円、双曲線）の基本的な性質を調べる。 

・数学の基本的な課題である「ものの個数を数える」という分野である個数の処理を学習する。 

 ・数学の基礎となる集合論の基本（主に命題とその証明）を学習する。 

〔履修上の留意点〕 
 式のグラフを描いてみる、グラフから式を読み取ってみる、というふうにして式と図形のイメージ

を結びつけながら学ぶことが非常に大事である。問題集にも自ら積極的に取り組み、焦らず丁寧に計

算する粘り強さを身につけ、より深く理解しようとする姿勢を大切にして欲しい。 

〔到達目標〕 
前期中間試験：（１）２次関数のグラフやその平行移動 （２）２次関数の最大値・最小値 

（３）根号演算や複素数の計算、展開・因数分解を理解して２次方程式が解ける 
前期末試験：（１）２次方程式の判別式、解と係数の関係 （２）２次不等式が解ける 

（３）判別式の符号とグラフの位置関係との対応を正しく理解する 
（４）直線のグラフと式の関係を理解する 

後期中間試験：（１）円のグラフと式の関係を理解する （２）２次曲線を正しく分類できる 
（３）不等式の表わす領域を図示でき、その領域における最大値・最小値を計算できる

学年末試験：（１）集合の基本的な性質を理解する （２）順列や組合せの個数を数え上げる 
（３）二項定理を理解する （４）命題と証明の基本事項を理解する 

〔評価方法〕 
  定期試験の結果（７０%)を基本とし、課題レポートや小試験、授業への取り組み(３０%)を加えて

総合的に評価する。 
 

〔教 科 書〕 
   「新版 基礎数学」，実教出版，岡本和夫 編 
〔補助教材・参考書〕 
   「新版 基礎数学演習」，実教出版，岡本和夫 編 

 〔関連科目〕 
 数学βはこれ以後に学習する様々な教科と関連している。数学だけにとどまらずに物理や化学、多

くの専門科目とつながっている。並行して習う理科や専門科目に興味を持ち、さまざまな事柄を理解

して欲しい。いろいろな具体例を知ることで、より深い理解を得るための橋頭堡となる。 
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週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 基本的な２次関数のグラフ ２次関数 y=ax2のグラフの性質を復習し、その性質を調べる。  

第 2週 ２次関数の平行移動 ２次関数 y=ax2のグラフを x軸、y軸方向に平行移動してみる。  

第 3週 ２次関数の標準形 ２次関数 y=ax2+bx+c を標準形に変形する。  

第 4週 ２次関数の最大・最小 ２次関数の最大値・最小値について調べる。  

第 5週 ２次方程式の解法 
因数分解や平方根を用いて、２次方程式を解く方法を学ぶ。

さらに、それらの応用として２次方程式の解の公式を導く。
 

第 6週 複 素 数 ２乗して－１になる数 i を導入し、複素数の四則演算を行う。  

第 7週 判 別 式 ２次方程式の解が実数であるかどうかの判定を行う。  

第 8週 解と係数の関係 ２次方程式の係数と２つの解の間にある関係について学ぶ。  

第 9週 ２次式の因数分解 ２次方程式の解を用いて２次式を因数分解する。  

第１0週 不等式とその解 不等式の基本性質を学ぶ。また、１次不等式の解を求める。  

第１1週 グラフと方程式の解 ２次方程式の解と、２次関数のグラフとの関係を調べる。  

第１2週 ２次不等式の解法 ２次関数のグラフを用いて、２次不等式の解を求める。  

第１3週 絶対値と方程式・不等式  絶対値を含む方程式および不等式の解を求める。  

第１4週 平面上の点の座標 線分の内分点・外分点の座標を調べる。２点間の距離を調べる。  

第１5週 直線の方程式 
平面上の直線を表わす方程式について学ぶ。 
さらに、２直線の平行と垂直について調べる。  

前期末試験 

第１6週 円の方程式 平面上の円の方程式について学ぶ。  

第１7週 円の接線の方程式 平面上の円の接線の方程式について学ぶ。  

第１8週 放物線の方程式 放物線を定義し，焦点，準線などの性質について学ぶ。  

第１9週 楕円の方程式 楕円を定義し、その焦点などの性質について学ぶ。  

第 20 週 双曲線の方程式 双曲線を定義し焦点、漸近線などの性質について学ぶ。  

第 21 週 ２次曲線と直線の関係 ２次曲線と直線の共有点と、平行・対称移動について学ぶ。  

第 22 週 不等式の表わす領域 与えられた不等式をみたす平面上の点の集まりについて学ぶ。  

第 23 週 領域における最大・最小 領域内の点(x, y)に対し、ax+by の最大値・最小値を求める。  

第 24 週 集合の定義と性質 集合の考え方を理解し、その基本的な性質について学ぶ。  

第 25 週 要素の個数と場合の数 集合の要素の個数と、ある事柄が起こる場合の数を数える。  

第 26 週 順 列 異なるものを一列に並べる場合の数を求める。  

第 27 週 組合せ 異なるものから順序を考えないでいくつか取り出す場合の数を求める。  

第 28 週 二項定理 式 (a+b)nを展開したときの係数を求める。  

第 29 週 条件と命題 命題の真偽を判定し、必要・十分条件を理解する。  

第 30 週 命題と証明 命題とその逆・裏・対偶との関係、および背理法を理解する。  

学年末試験 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった 

（達成）          （達成）          （達成）                （達成）                      （達成） 
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        物理Ⅰ ( Physics Ⅰ) 

１年・通年・２単位・必修 

M・I・C    担当 新野 康彦 

E・S      担当 稲田 直久 

〔準学士課程（本科１−５年） 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラ

ム学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

 

〔講義の目的〕 
 自然が示す種々の現象には一定の規則性があります。多彩な現象の背後にある法則を探求するのが自然科学で、

その基礎となっているのが物理学です。物理の学習の目的は、種々の現象を貫く基本法則や物理概念を記述する

数理公式を見いだし、自然の仕組みを系統的に理解すること、といえます。また科学技術の進展は私たちに多くの恩

恵をもたらしている反面、人類の生存に関わる負の遺産も作り出していることに着目します。従って科学的なものの見

方考え方（合理性）の上に、自然との共生という視点も重視して講義します。 

〔講義の概要〕 
 １年生では、もっとも基本となる「力と運動」の分野を学習します。ここで学ぶ事柄の多くは物理や工学の各分野での

考え方の基本となるのでとりわけ重要な分野です。教科書に準拠して進めますが、教師演示や学生実験を行い、ま

た小テストを適宜実施して理解を促します。 

〔履修上の留意点〕 
 見いだした基本法則を数理的手法で表現します。また物理現象を記述する概念や公式は多くの工学専門分野で

使われる「共通語」です。適宜皆さんに発問しながら授業を進めます。また少しでよいですから日々の予習復習を欠

かさないことが大切です。疑問点は早目に解決してください。実験室は常に諸君に開放し可能な限り質問に応えるよ

うにしています。夏期休暇を利用した「自由研究」に取り組めるよう援助をします。物理は自然の背後に隠された謎を

解き明かしていくロマンに溢れた科目です。常に「なぜ」と問う気持ちを大切にして謎解きの楽しさを味わってくださ

い。 

〔到達目標〕 
 全体通して基本法則や物理概念が理解でき，基本的な計算問題が解けることが目標となる。４回の試験ごとの段階

ではおおむね次のようになる。 
前期中間：速度や加速度の概念を理解し，等加速度直線運動の問題が扱える。 
前期期末：力と運動に関する基本法則の理解，運動量に関する基本法則が理解できる。 
後期中間：力学的エネルギーについての理解，平面運動における速度や加速度が理解できる。 
学年末：重力中の斜め投射運動，等速円運動，単振動の取り扱いが理解できる。 

〔評価方法〕 
 年４回の定期試験(70%)と小テスト、課題レポートや実験レポート(これらは基本的に宿題とします)、並びに、授業

中の問題解答や質疑応答への積極的参加などの授業の取り組み(30%)によって総合的に評価します。なお、成績不

振者に対しては課題提出を要求する場合があります。 
〔教 科 書〕 
 高専の物理（第５版）（森北出版）、 高専の物理問題集（第３版）（森北出版） 
〔補助教材・参考書〕 

数学の教科書、フォトサイエンス物理図録（数研出版）、プリント 

 〔関連科目〕 
 中学の数学や理科を前提にします。高専の数学は必修です。物理で学ぶ原理・法則は殆どの工学系の専門科目

で応用されていきます。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 
自己 

評価＊

第１週 導入 物理とは，授業方法，成績評価などについて説明する。  

第 2 週 速度と変位 （1 頁）変位，速度について理解する。  

第 3 週 加速度   （5 頁）加速度（一次元）について理解する。  

第 4 週 等加速度直線運動Ⅰ （6 頁）加速度が正の場合の問題を理解する。  

第 5 週 等加速度直線運動Ⅱ （6 頁）加速度が負の場合の問題を理解する。  

第 6 週 自由落下、鉛直投射運動 （18 頁）重力中の一次元の運動を理解する。  

第 7 週 同上 同上  

第 8 週 力、運動の第一法則 （8 頁）慣性の法則について理解する。  

第 9 週 運動の第二法則 （11 頁）運動方程式を理解する。（学生実験）  

第１0 週 運動の第三法則 （13 頁）作用反作用の法則を理解する。  

第１1 週 重力、万有引力、弾性力 （14 頁）万有引力やばねの弾性力について理解する。  

第１2 週 同上 同上  

第１3 週 運動方程式の作り方Ⅰ （17 頁）二物体以上が連結する運動の取り扱いを理解する。  

第１4 週 運動方程式の作り方Ⅱ 同上  

第１5 週 摩擦と運動 （20 頁）水平面上で摩擦が働くときの運動を理解する。  

前期末試験 

第１6 週 力積と運動量 （23 頁）運動量の変化と力積の関係を理解する。  

第１7 週 運動量保存の法則、反発係数 （24 頁）運動量保存の原理を理解する。  

第１8 週 仕事、運動エネルギー （26 頁）力と仕事，運動エネルギーを理解する。  

第１9 週 位置エネルギー （29 頁）重力，弾性力による位置エネルギーを理解する。  

第 20 週 力学的エネルギー保存法則 （31 頁）力学的エネルギーに関する保存の法則を理解する。  

第 21 週  ベクトルとスカラー （33，244 頁）ベクトルの演算法則を理解する。  

第 22 週 三角関数の導入 （245 頁）三角関数の基本演算を理解する。  

第 23 週 力、力の釣り合い （35, 243 頁）力の合成，分解，釣り合いを理解する。  

第 24 週 運動方程式（二次元） （39，41 頁）平面の運動方程式，水平投射を理解する。  

第 25 週 仕事の原理，斜面上の運動 （41，43 頁）斜面を利用した運動に関する問題を理解する。  

第 26 週 等速円運動 （44 頁）角速度，周期，向心力などを理解する。  

第 27 週 等速円運動（実験） （等速円運動に関する実験）  

第 28 週 惑星の運動 （46 頁）惑星の運動に関するケプラーの法則を理解する。  

第 29 週 人工衛星の運動 （49 頁）万有引力に由来する人工衛星の運動を理解する。  

第 30 週 単振動 （48 頁）単振動について理解する。  

学年末試験 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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化  学  I (Chemistry I) 
 

１年・通年・３単位・必修 
機械工学科・情報工学科   担当 北村 誠 

電気工学科・電子制御工学科  担当 堀内 健 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 

 

〔JABEE 基準〕 

 

 

〔講義の目的〕 
  私たちの身の回りの物質がどのように構成されているかを理解すること、さらに、物質の性質や物

質の変化にかかわる自然現象を化学的に考えて、解釈することを目的とする。 

〔講義の概要〕 
  物質を構成している原子・分子・イオンなどの基本粒子を学び、粒子から物質が出来るしくみ、粒

子と物質の量的関係、化学変化による物質量の変化・状態変化を学ぶ。さらに、中和反応と酸化還元

反応を学ぶ。 

〔履修上の留意点〕 
数学的な取り扱いが多いが、ある種道具として捕らえ、何を求めているかを常に念頭に置き、復習

すること。化学はともすれば暗記科目のように見られているが、すこしの暗記はあるが、基礎事項を

しっかり理解できれば系統的に理解できる科目です。復習をしっかりすることが大切です。そのため

に小テストを度々行う。 

〔到達目標〕 
前期中間試験：１）物質の構成の理解、２）原子構造の理解、３）物質の精製法、４）物質量の理解 

 

前期末試験： １）化学結合の理解、２）物質の三態とその変化についての理解、３）溶解のしくみと溶解度の理解 

 

後期中間試験：１）希薄溶液の性質、２）浸透圧、３）化学反応式、４）熱化学方程式 

 

学年末試験： １）化学平衡の理解、２）中和反応の理解、３）酸化還元反応の理解、４）電気化学反応の理解 

〔評価方法〕 
定期試験成績（７０％）に小テスト点、課題および実験レポート点（３０％）を含めて総合評価する。

定期試験ごとに提示する達成目標を各々クリアーする事で単位認定の原則とする。 

〔教科書〕 
 「新編 高専の化学」，森北出版，春山志郎 監修 
〔補助教材・参考書〕 

「参考書名：最新図説化学」，第一学習社，佐野博敏・花房昭静 監修， 
「参考書名：セミナー化学 I＋II」，第一学習社，第一学習社編集，「補助教材：配布プリント」 

〔関連科目・学習指針〕 
２年で習う化学と併せて５単位が高専で習う化学のすべてである。しかし、工学で学ぶ者にとって

化学は、数学や物理などとともに重要な基礎科目であり、卒業研究をするときや、就職後に必ず必要と

なる科目である。 
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講義項目・内容           
週数 講義項目 講義内容 自己 

評価＊

第１週 
物質の構成、元素・単体・化

合物 自然界に存在する物質がどのように構成されているのかを説明する。  

第 2週 同素体、純物質と混合物 純物質・混合物の違いについて説明する。  

第 3週 精製、化学変化と物理変化 混合物から純物質を取り出す方法を解説する。  

第 4週 物質を構成する基本粒子 物質の構造を学習する前に、物質がどのように構成されているかを説明

する。  

第 5週 原子の構造 原子の構造を陽子・中性子の原子核と電子から成り立っていることを説

明する。  

第 6週 電子の配置 原子により電子の配置の仕方が異なることを説明する。  

第 7週 価電子 価電子とはどういうものかを、電子構造より解説する。  

第 8週 イオンの生成 化学反応の基本粒子であるイオンとは何かを理解させる。  

第 9週 元素の周期表 元素の周期表とはどういうもので、なぜそのような順に並んでいるのか

を説明する。  

第 10 週 化学式と原子価 物質の表し方を化学式を通じて理解させる。  

第 11 週 物質量 化学計算の基本になる物質量について理解させる。  

第 12 週 イオン結合と共有結合 イオン結合と共有結合について説明する。  

第 13 週 水素結合と金属結合 水素結合・金属結合について説明する。  

第 14 週 物質の三態とその変化 固体・液体・気体の性質を説明し、気体の法則を理解させる。  

第 15 週 溶解のしくみと溶解度 濃度の計算法および固体の溶解の仕組みについて理解させる。  

前期末試験 

第 16 週 希薄溶液の性質 希薄溶液の性質から沸点上昇・凝固点降下について説明する。  

第 17 週 希薄溶液の法則 希薄溶液の性質と分子量の関係について説明する。  

第 18 週 浸透圧 半透膜、浸透圧について説明し、ファントホッフの法則を理解させる。  

第 19 週 物質の変化 化学反応式を理解させる。  

第 20 週 化学変化と反応熱 化学変化により生じる熱について説明する。  

第 21 週 化学変化の量的関係 化学反応を通じて物質量がどのような関係にあるかを理解させる。  

第 22 週 化学変化と熱の出入り 熱化学方程式を用いて化学反応に伴う熱の出入りを理解させる。  

第 23 週 反応熱の測定 反応熱の測定法をヘスの法則を通じて理解させる。  

第 24 週 化学変化の速さ、化学平衡 化学平衡および平衡定数について学習し、平衡移動の原理について理解

させる。  

第 25 週 酸と塩基の反応 アレニウスおよびブレンステッド・ローリーの酸・塩基について理解さ

せる。  

第 26 週 中和と塩 中和反応および塩の性質について理解させる。  

第 27 週 中和滴定 中和滴定の方法、指示薬、滴定曲線について理解させる。  

第 28 週 酸化還元反応 電子の授受・酸化数の考え方を通じて酸化還元反応を理解させる。  

第 29 週 電池 ボルタ電池、マンガン乾電池の構造と化学変化について理解させる。  

第 30 週 電気分解 ファラデーの電気分解の法則を通じて電気分解における量の関係を理解

させる。  

学年末試験 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 



 

保健・体育Ⅰ 

（Health and Physical Education Ⅰ） 

１年・通年・２単位・必修 
５学科共通：中西茂巳、森 弘暢 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 
学習教育目標〕 

（１） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 
・ 各種の運動実践を通して、技能を高め、運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにする。

また、健康の保持増進のための実践力と体力の向上を図り、生涯を通じて継続的に運動ができる資

質や能力を育てる。 

・ 武道としての柔道は、伝統的な運動文化として発展してきたもので、相手と直接組合い、競い合う

運動である。基本動作を身につけるとともに、安全に運動が行えるようにする。 

〔講義の概要〕 
・ 体力を高め、運動を楽しむ態度を育てるために、各種の運動を実践し、そこから競技ごとの技術や

ルール、社会性、身体に関する知識を学ぶ。 

・ 柔道では安全に受け身をとることを第一に考え、投げ技と固め技に習熟し、練習や試合ができるよ

うにする。また、礼法を重んじ、相手を尊重し、協力する態度を育てる。 

〔履修上の留意点〕 
・ 次ページの講義項目の実施順序については記載どおりとは限らない。天候などの事情により、適宜変

更する可能性があるので、体育委員が毎回集合場所や準備物に関する連絡係の役目を果たしてほし

い。また、定期試験は実施しない。各時間における授業への取り組み状況とその積み重ねを重視する。

 

〔到達目標〕 
・ 各種の運動技術に関する基礎的な技能及び知識を身につけ、運動に親しむ態度を養う。 

・ 自分の持っている能力をよりよく発揮し、相手と共に公平に練習ができるになる。 

〔評価方法〕 
・ 各授業時の課題への取り組み状況（60％）、運動技術及び知識の習熟度（30％）、 

レポート（10％）を総合して評価する。 
 
〔教 科 書〕 
 『保健体育概論増補版』近畿地区高専体育研究会編、晃洋書房 

 
〔補助教材・参考書〕 
 『アクティブスポーツ【総合版】』、大修館書店 

 〔補足〕 
・ 自己の能力に応じて運動技能を高め、体力の保持増進につとめること。 

・ 「精力の善用」「自他共栄」の柔道精神を理解し、実践すること。 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 オリエンテーション ５年間の授業の進め方と、１年次での年間計画をふまえての心構えと道具の 
管理方法について理解する。  

第 2 週 体力・運動能力調査 文部科学省が定める「新体力テスト」を実施する。  

第 3 週 同上 同上  

第 4 週 同上 同上  

第 5 週 柔道 基本動作①礼法・姿勢 武道としての特性から、特に、公正さ、相手を尊重する態度や協力する態度 
が必要であり、礼法を重んじることを理解する。  

第 6 週 一般体育（ソフトボール） ソフトボールのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 7 週 柔道 基本動作②組手・進退動作 第 5 週と同じ  

第 8 週 一般体育（ソフトボール） チームを編成し、ゲームができるようにする。  

第 9 週 一般体育（水泳） 水の特性を理解して泳法の練習を行い、水泳についての基礎的な知識及び技術

を習得する。  

第１0 週 同上 同上  

第１1 週 同上 同上  

第１2 週 柔道 基本動作③ 体捌き 体捌きや受け身の習得、練習を通して、転倒時など日常の生活での傷害の防止

にも役立つことを理解する。  

第１3 週 一般体育（バレーボール） バレーボールのルールを知り、基本技術を身につける。  

第１4 週 柔道 基本動作④ 受け身 受け身の習得、練習を通して、転倒時など日常の生活での傷害の防止にも役立

つことを理解する。  

第１5 週 一般体育（バレーボール） チームを編成し、簡易ゲームができるようにする。  

第１6 週 柔道 基本動作⑤ 崩し・作り 技を掛けるまでの段階として、相手の体のバランスをどのようにして崩し、合

わせて、自分の体をどのように技の形に作るかを理解する。  

第１7 週 一般体育（バスケットボール） バスケットボールのルールを知り、基本技術を身につける。  

第１8 週 柔道 基本動作⑥ 崩し・作り 第 16 週と同じ  

第１9 週 一般体育（バスケットボール） チームを編成し、簡易ゲームができるようにする。  

第 20 週 柔道 対人技能 投げ技（手

技・腰技・足技） 
筋力や瞬発力のほか、持久力、調整力など、総合的に気力・体力を高めること

ができ、精神力や集中力が養われることを理解する。  

第 21 週 一般体育（サッカー） サッカーのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 22 週 柔道 対人技能 投げ技（手

技・腰技・足技） 第 20 週と同じ  

第 23 週 一般体育（サッカー） チームを編成し、簡易ゲームができるようにする。  

第 24 週 柔道 対人技能 投げ技（手

技・腰技・足技） 第 20 週と同じ  

第 25 週 一般体育（バドミントン） バドミントンのルールを知り、基本技術を身につける。  

第 26 週 柔道 対人技能 固め技（抑え

技・絞め技・関節技） 第 20 週と同じ  

第 27 週 一般体育（バドミントン） ダブルスでのゲームができるようにする。  

第 28 週 柔道 対人技能 固め技（抑え

技・絞め技・関節技） 第 20 週と同じ  

第 29 週 一般体育（バドミントン） シングルスでのゲームができるようにする。  

第 30 週 まとめ   

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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 美術（Ｆｉｎｅ Ａｒｔｓ） 
１年・半期・１単位・必修 
５学科共通  担当 平田 裕信 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 

〔講義の概要〕 

〔履修上の留意点〕 
 

〔到達目標〕 
 

〔評価方法〕 
 

〔教 科 書〕 
 
〔補助教材・参考書〕 
     

 〔関連科目〕 

 当講座では従来の平面的表現（絵画・デザイン・イラストなど）に加えデジタルによる

表現と共に多様な美的表現の可能性を学ぶ。 

実習と映像講義により美術への関心と美意識の向上に努める。 

 過去から現在までの美的表現について講義や映像により知り、絵具や色材などを使い

表現技法(平面表現)を模索することで、美術についての関心と創作者(ものつくり)とし

ての教養を身につける。 

 作品やレポートの完成、提出期限と創作における丁寧な作業を重視する。 

期限を過ぎた場合は提出点のみとなる。授業内での作品完成を目指すが、自宅学習での 

完成を求めることもある。 

また、期限内に未完作品の提出を求めることもある。 

 与えられた課題についての理解と表現の方法(発想力・表現力)を養い、丁寧な作業で 
作品の美的調和への取り組みを目指す。 
よって、美術についての関心と美的感性の向上を目指す。 
 

 作品やレポート・ノートの期限内提出(４０％)を基本に、課題達成の評価をＡ＋(100

点)、Ａ、ａ、Ｂ＋、Ｂ(60 点)の５段階で評価(４０％)する。授業への取り組み・小テ

スト(２０％) (原則として３年次以降での不可評価の解消は許可しない) 

 絵具などの画材は、個人負担を原則とする。教科書は使わない。 
画用紙などは共同購入する。 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

 
第１週 

 
 

 
第 2 週   

第 3 週 同上 
 
 
 
 

 

第 4 週  
同上 

 
 

 
第 5 週  

 
 

第 6 週 同上 
 

 

第 7 週 同上 
 

 

第 8 週 同上 
 
  

 
第 9 週  

 
 

第１0 週 同上 
 

 

第１1 週 同上 同上  

第１2 週 同上 完成後データ提出  

第１3 週 自由表現 
課題４ 

 
 

第１4 週 同上 
＊ 自分の好みのテーマ課題を選び作品にする。 

(各個人の多様な表現意欲を育てるための表現素材や 
  資料の提供に便宜をはかる) 

 

第１5 週 同上  ＊ 小テスト  

 

＊ 美術について説明 
＊ 画材について説明 
＊ 想像描写幾何形態 

授業内容の説明 
個々の表現力を見る 

＊ 鉛筆デッサン(鉛筆の削り方、持ち方) 
＊ 画材(鉛筆、絵具)の歴史について 
＊ 立方体と手を素材として描く 

美術における空間表現 
課題１ 

＊ 講義による歴史的空間表現の紹介 
＊ 空間表現法－東洋と西洋の差異 
＊ 遠近透視図法の表現の試み 

＊ 実習作業後に提出 

＊ 東洋的表現と西洋的表現学び、自己表現を追求する 
＊ 前課題の講評 

色彩による表現 
課題２ 

＊ 色彩学の基礎学習(色彩構成)とその活用 
＊ 色の調査  
＊ 3 種の立方体を素材として色彩構成 

＊ 課題実習作業 

＊ 実習作業後に提出 

＊ 校内風景写生(鉛筆スケッチ)に画像処理ソフトで着色 
デジタル表現のための説明 

デジタル表現 
課題３ 

＊デジタル表現による実習、作画、ポストカード、 
ポスター、アニメなどＣＧによる制作 

写実表現(写生)・イラスト表現(マンガ)・抽象表現(デザイン・

コラージュ) ・その他(デジタル表現) 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)      (達成)          (達成)           (達成) 



 
1MESIC027 2013 シラバス 

  

音 楽（Ｍｕｓｉｃ） 
１年・半期・１単位・必修 

５学科共通   担当 荒巻 徳代 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 
学習教育目標〕 

（１） 

〔システム創成工学教育プログラム 

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 

 
    「子供から大人への過渡期」（青年期）に美に対する感性を高めるとともに、芸術を 

愛好する心を育て、豊かな情操を養う。 

〔講義の概要〕 

 
        さまざまな曲（校歌を含む）を通して、歌う楽しさを味わいながら発声の基本を身に 

    つけさせる。オペラやミュージカル鑑賞で、舞台芸術の素晴らしさを味わう。 

           

〔履修上の留意点〕 

 
小・中学校で学んだ楽典（音楽理論）を理解するだけではなく、積極的に歌うこと、 

楽器を演奏することに生かし、楽しく取り組んでほしい。 

〔到達目標〕 
 

・ 奈良高専生として、誇りを持って校歌を歌えるようになること。 

・ 演奏を通じて、積極的に自己表現をすること。 
 
〔評価方法〕 
 
     歌唱テスト、定期試験、自由曲演奏テスト、授業態度、提出物など 

合わせて総合評価する。 
   

〔教 科 書〕 
     『音楽Ⅰ Tutti』（教育出版） 
 
〔補助教材・参考書〕 
         楽譜プリントを配布（ギターの簡易コード表、ハ長調のギター弾き語りのための楽譜） 

 〔関連科目〕 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 自己紹介 
授業の概要説明 

発声練習の必要性を理解する。 
教科書のすでに知っている曲をできるだけ多く歌う。 

 
 
 

第 2 週 発声練習と歌唱練習 発声練習と歌唱練習（校歌と二部合唱にも取り組む） 
 
 
 

第 3 週 同上 同上 
 
 
 

第 4 週 楽典の復習 楽典の復習と音名・音程・和音(コードネーム)を理解する。
 
 
 

第 5 週 同上 同上 
 
 
 

第 6 週 歌唱テスト 課題曲による歌唱テスト 
 
 
 

第 7 週 楽典のまとめ 楽典の問題プリントで中間テストに備える。 
 
 
 

第 8 週 鑑 賞 ＤＶＤで音楽映画、オペラ、ミュージカルの鑑賞 
 
 
 

第 9 週 同上 同上 
 
 
 

第１0 週 ギター演奏 ギターのやさしいコードをマスターし、弾き語りを練習。

自由曲演奏のテストのために自由な練習時間を設ける。 

 
 

 

第１1 週 同上 同上 
 
 
 

第１2 週 同上 同上 
 
 
 

第１3 週 同上 同上 
 
 
 

第１4 週 自由曲による 
演奏テスト 

歌唱ならパートを分け、楽器の場合もパートあるいは 
楽器を別々に担当しなければならない。 

 
 
 

第１5 週 同上 同上 
 
 
 

        
       定期試験 
 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)   (達成)   (達成)    (達成) 
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英語Ⅰ（English I） 

 

  1 年・通年・5 単位の中の 3 単位・必修 

機械, 電子制御, 情報, 物質化学工学科 

      担当 片山 悦男 

〔準学士課程（本科１ー５年） 
学習教育目標〕 

（３） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習教育目標〕 
 

〔JABEE基準〕 
  

〔講義の目的〕 
「読む・書く・話す・聞く」の4技能を総合的に学習し、基本的な文法、構文に対する理解力や語彙力を身につ

けることを目的とする。国際社会で交流する際に必要な、外国の歴史や文化や考え方に対する理解も深まるよう

に指導したい。 

〔講義の概要〕 
教材毎に、精読、速読、コミュニケーションに重点を置いて指導するが、特に文法力や単語力の育成に留意す

る。精読では、文法や構文に留意して正確な英文解釈、内容把握をさせる。速読では、英語の流れに従って、短

時間に正確にポイントを把握させる。コミュニケーションでは、積極的に英語を運用させる。 

〔履修上の留意点〕 
新出単語・連語は必ず予習すること。各レッスンのまとめにあるGrammar Pointsを理解できるようにするこ

と。毎週実施される単語テストは語彙力をつけるために必要であるので真剣に取り組むこと。 

〔到達目標〕 
 各レッスンの新出文法事項を理解し、運用できるようにする。各レッスンの内容把握を深めるために、各パラ

グラフに何が書かれているかを読み取るようにする。新出の単語・熟語を定着させる。 
 前期中間試験：Lesson 1～Lesson 2 ①Itの用法 ②to不定詞 ③現在完了進行形 ④過去完了形 ⑤動名詞  
 前期末試験：Lesson3～Lesson 5 ①関係代名詞 ②助動詞 ③受動態 ④分詞 ⑤比較⑥原型不定詞  

⑦SVO+if節 ⑧wh-節  
 後期中間試験：Lesson6～Lesson 7 ①関係副詞 ②助動詞+have+過去分詞 ③過去完了進行形  

④知覚動詞+O+現在分詞(過去分詞) 
 学年末試験：Lesson8～Lesson 10 ①仮定法過去 ②関係代名詞の非制限用法 ③seem+to不定詞 ④分詞構文

             ⑤未来完了 ⑥前置詞+関係代名詞 ⑦仮定法過去完了⑧否定 
          
〔評価方法〕 
定期試験（６０％）と小テスト（２０％）、課題、授業での取り組み・発表（２０％）を加えて総合的に評価

する。 
〔教科書〕 

Genius English Communication I (大脩館書店) 
〔補助教材〕 
 Word-Meister 英単語・熟語4500 (第一学習社) 
 
〔関連科目〕 
様々な情報が身の回りにあり、各レッスンを学ぶときに関係してくるので、常に新聞、雑誌、ニュースなどに

注意しておくこと。また、英語の読解力や表現力を伸ばすためには、国語の理解力が必要であるので、国語の学

習にも留意すること。 
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講義項目・内容 
  週数 講義項目 講義内容 自己 

評価＊

第１週  
第２週  
第３週 

ガイダンス、Lesson 1 
A Village of One Hundred 
 

100人の村が抱える様々な問題点を描く。 
to不定詞・Itの用法 

 
第４週  
第５週  
第６週 

Lesson 2  Three Cups of 
Tea 
 

K2の頂点を目指した男性が見つけた大切なものとは?  
現在完了進行形・過去完了形・動名詞 
 

 
第７週 Lesson 3  More Than 

Just a Piece of Cloth 
風呂敷から伝統文化を考える。 
関係代名詞・助動詞・受動態 

 

第８週 前期中間試験 

第９週  
 第１０週 

Lesson 3  
 

 第１１週  
 第１２週  
 第１３週 

Lesson 4   
Borneo’s Moment of 
Truth 
 

自然豊かなボルネオが危機にさらされている。 
分詞・比較 

 

 第１４週  
 第１５週 

Lesson 5  
Alex’s Lemonade Stand 

「レモネードを売ったお金をお医者さんに寄付する」4 歳

の少女がアメリカを動かした。 
原形不定詞・SVO節・wh-節 

 

     前期末試験 

 第１６週 Lesson 5   
 第１７週  
 第１８週  
 第１９週 

Lesson 6   
Magic and the Brain 

マジックは脳が見せる幻想の世界。 
関係副詞・助動詞+have+過去分詞 

 
第２０週  
第２１週 

Lesson 7   
Mother of Women’s Judo 

女子柔道界を切り拓いたアメリカ人女性。 
過去完了進行形・知覚動詞+O+現在分詞(過去分詞)  

第２２週 後期中間試験 

第２３週  
第２４週  
第２５週 

Lesson 8 
Water Crisis 

生活に欠かせない「水」。日本は水の輸入国だった。 
仮定法過去・関係代名詞の非制限用法・seem+to不定詞 

 
第２６週  
第２７週  
第２８週 

Lesson 9   
Coffee and Fair Trade 

コーヒーから適正な労働環境を考える。 
分詞構文・未来完了 

 
第２９週  
第３０週 

Lesson 10   
Life in a Jar 
 

第二次大戦下のポーランドで 2500 人のユダヤ人を救った

女性がいた。 
前置詞+関係代名詞・仮定法過去完了・否定 

 

     学年末試験 
＊４：完全に理解した、３：ほぼ理解した、２：やや理解できた、１：ほとんど理解できなかった、０：全く理解できなかった、 

   (達成)       （達成）      （達成）        (達成)           （達成） 
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英語Ⅰ（English I） 
1 年・通年・５単位の中の２単位・必修 

５学科共通・担当 田中 美津子 

〔準学士課程（本科１ー５年）学

習教育目標〕 

（３） 

〔システム創成工学教育プログ

ラム学習教育目標〕 

 

〔JABEE 基準〕 

  

〔講座の目的〕 

 学生の英語コミュニケーションの素地を養い、さらに英語の正確な読み書きに結びつける。英語 Iのな

かで連携をとりながら、学生に必要な語彙や文法、表現力を繰り返し練習する事で、彼らの総合的な英語

力を高める。 

〔講座の概要〕 

 学生は、各教材によって、文法事項の説明、単語、連語の理解をさらに深め、繰り返し練習する。学生

は将来、論文を正確に読み書きする際に必要となる語彙、文法、表現力を身につける。 

〔履修上の留意点〕 

 各章の文法事項をきちんと理解し、繰り返し練習し習得する。知らない単語や連語については、あらか

じめノートに書き写し、その文意にあった意味を書き留めておく。 

 他の学生の発表や、それに対する教師の指導を、注意深く聞く。 

 出される課題は、学習内容を身につけるために大切なので、きっちりとこなす。 

〔到達目標〕 

・ 前期中間試験：文の種類、文型、時制、完了形、助動詞についての理解の徹底。 

・ 前期末試験 ：受動態、不定詞、動名詞についての理解の徹底。 

・ 後期中間試験：分詞、比較、関係詞の理解の徹底。 

・ 学年末試験 ：仮定法、否定表現、話法、強調、品詞、前置詞、接続詞の理解の徹底 

         １年次で学習した文法事項全体の理解徹底。 

 

〔評価方法〕 

 定期試験（70%）と小テスト、課題、授業での取り組み・発表(30%)を加えて総合的に評価する。 

〔教 科 書〕 

 総合英語 Forest Extensive English Grammar in 47 Lessons 6th edition （桐原書店） 

 

〔補助教材・参考書〕 

Genius English Course I Revised （大修館書店） 

 

 〔関連科目〕 

英語 I(３単位分) 
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講座項目・内容 

  週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 ガイダンス・文の種類 授業内容と進め方の説明、文の種類。  

第２週 動詞と文型 自・他動詞、５文型。  

第３週 動詞と時制 現在、過去、未来表現。  

第４週 完了形（１） 現在完了形、現在完了進行形。  

第５週 完了形（２） 過去完了形、過去完了進行形、未来完了形。  

第６週 助動詞（１） 助動詞の役割、will/would/shall の用法。  

第７週 助動詞（２） 助動詞＋have+過去分詞、助動詞を含む慣用表現。  

第８週 前期中間考査 

第９週 態（１） 能動態と受動態、受動態のさまざまな形（１）。  

 第１０週 態（２） 受動態のさまざまな形（２）、受動態を含む慣用表現。  

 第１１週 不定詞（１） 不定詞の基本、使役・知覚動詞を用いた不定詞。  

 第１２週 不定詞（２） 完了形・進行形・受動態の不定詞。  

 第１３週 動名詞（１） 動名詞の働き、動名詞の意味上の主語。  

 第１４週 動名詞（２） 動名詞の重要表現、動名詞と不定詞の使い分け。  

 第１５週 まとめ これまでの学習のまとめ。  

前期末考査   

 第１６週 分詞（１） 現在分詞と過去分詞。  

 第１７週 分詞（２） 分詞構文。  

 第１８週 比較（１） 原級・比較級・最上級を使った比較。  

 第１９週 比較（２） 原級・比較級・最上級を使った重要表現。  

第２０週 関係詞（１） 関係詞の基本、前置詞と関係代名詞、What。  

第２１週 関係詞（２） 関係副詞、複合関係詞。  
第２２週 後期中間考査 

第２３週 仮定法（１） 直説法と仮定法、仮定法過去、仮定法過去完了。  

第２４週 仮定法（２） wish・as if 等を含む仮定法。  

第２５週 否定 not/never/no、部分・全否定。  

第２６週 話法・強調等 直接・間接話法、強調、倒置。  

第２７週 品詞 名詞、形容詞、副詞。  

第２８週 前置詞 主要な前置詞の用法。  

第２９週 接続詞 等位接続詞、従属接続詞、副詞節を導く接続詞。  

第３０週 まとめ これまでの学習のまとめ  

学年末考査 

４：完全に理解した、３：ほぼ理解した、２：やや理解できた、１：ほとんど理解できなかった、０：全く理解できなかった、 

   (達成)       （達成）      （達成）        (達成)           （達成） 
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1I105 

  

情報工学概論 

（Introduction to Information Engineering）

 

１年・通年・２単位・必修 
 

情報工学科・担当 内田 眞司   

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

(2) 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 
コンピュータは, 現代社会のあらゆる分野に浸透し, 誰もがインターネットを利用するなど, 急速にその役

割が増大している.本講義では, このような情報技術の進化の中核となっているコンピュータについて, 基礎

的な知識を身に付け, その本質を理解しすることを目的とする. 

〔講義の概要〕 
情報工学の基礎としてコンピュータの仕組みと動作について学ぶ。基本原理となる情報の表現法、特に２進

数による情報の表現法について学ぶ。さらに、アセンブリ言語によるプログラミングの基礎について学ぶ。

〔履修上の留意点〕 
授業をよく聞き, その場で理解することが大切である.分からないことがあれば, 積極的に質問すること．

本講義では理解を深めるための課題を出題するので, 必ず提出すること. 

〔到達目標〕 
前期中間試験： 

１）２進数、１０進数、１６進数の相互変換ができること 
２）論理積, 論理和, 否定, 排他的論理和の演算について理解すること 
３）ブール代数の等式を理解し, 簡単な論理式の操作ができること 

前期末試験： 
１）２の補数ついて理解すること 

 ２）符号絶対値表現, ２の補数表現, における数値の表現範囲の違いを理解すること 
３）符号付き数の加減算とオーバフローについて理解すること 

後期中間試験： 
１）コンピュータの五大装置について理解すること 
２）コンピュータの動作について理解すること 

後期末試験：  

１）COMETⅡコンピュータの内部構造と動作について理解すること 

  ２）CASLⅡの基本命令を理解すること 

  ３）プログラムの構成要素（逐次・分岐・反復）について理解すること 

〔評価方法〕 
定期試験（年間４回の平均，６０％）と課題・講義・資格取得の取り組み（４０％）で評価する.講義の

取り組みは，ノート提出を無作為に実施する．情報に関する資格取得者は加点対象とする． 

〔教 科 書〕 
青木征男著「情報の表現とコンピュータの仕組み」, ムイスリ出版 

〔補助教材・参考書〕 
適宜プリント配布 

 
〔関連科目〕 

ディジタル回路・情報リテラシーと関連させて学習すること 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 ガイダンス コンピュータの歴史, コンピュータの種類  

第 2 週 コンピュータと 2 進数 ２値状態，２進数， 情報の表現方法  

第 3 週 数値の表し方(1) 位取り記数法，２進数，１０進数，１６進数  

第 4 週 数値の表し方(2) ２進数，１０進数，１６進数の相互変換法  

第 5 週 ブール代数(1) ブール代数とは，ブール代数の公理  

第 6 週 ブール代数(2) ブール代数の定理  

第 7 週 論理演算 排他的論理和，NAND，NOR の演算  

第 8 週 前期中間試験解答 前期中間試験問題の解答, 答案用紙を返却  

第 9 週 負数と2の補数表現(1) 符号絶対値表現, ２の補数表現  

第１0 週 負数と2の補数表現(2) ２の補数表現, 表現範囲  

第１1 週 2 進数の加減算 ２進数の加算, ２の補数を用いた減算, オーバフロー  

第１2 週 2 進数の乗除算 ２進数の乗算, 除算, 算術シフトによる乗算と除算  

第１3 週 10 進小数と 2 進小数  １０進小数を２進小数へ変換, 無限小数と表現の精度  

第１4 週 実数の表現 固定小数点数，浮動小数点数  

第１5 週 演習問題 前期内容の演習問題  

前期期末試験 

第１6 週 前期末試験解答 前期末試験問題の解答, 答案用紙を返却  

第１7 週 コンピュータの構成 五大装置, プログラム内蔵方式  

第１8 週 処理装置 中央処理装置，メモリ  

第１9 週 記憶装置 ランダムアクセスと順アクセス, ROM と RAM, 補助記憶  

第 20 週 記憶装置 記憶階層、キャッシュメモリ  

第 21 週 入出力装置 入力装置，出力装置，インターフェイス  

第 22 週 コンピュータの動作 命令の取り出し，実行  

第 23 週 後期中間試験解答 前期末試験問題の解答, 答案用紙を返却する．  

第 24 週 論理回路 論理回路、回路記号、真理値表  

第 25 週 論理回路 論理式と証明  

第 26 週 論理回路 加算回路、様々な論理回路  

第 27 週 コンピュータの命令 命令の形式、プログラム言語  

第 28 週 アドレス修飾 直接・間接アドレス指定  

第 29 週 アドレス修飾 インデックス修飾  

第 30 週 画像、音の 2 値化 2 値化の原理  

学年末試験 
＊４：完全に理解した,  ３：ほぼ理解した,  ２：やや理解できた,  １：ほとんど理解できなかった,  ０：まったく理解できなかった． 

  （達成）  (達成)      (達成)         (達成)         (達成) 
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ディジタル回路（Digital Circuits） 
 

１年・通年・２単位・必修 
情報工学科・担当 松尾 賢一  
     

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 
〔JABEE 基準〕 

〔講義の目的〕 
ディジタル回路はコンピュータの基本技術であり，その標準的な回路であるディジタル IC の原理と応

用を学ぶことは，ソフトウエア開発の幅を広げることにつながる．そこで，ソフトウエア開発者として必

要な，最低限度のハードウエアにおける基礎知識の一つとして，ディジタル回路の仕組みと動作原理を教

授する． 

〔講義の概要〕 
この科目では，ディジタル IC の仕組みとその応用例を学ぶことで，ディジタル回路の基本的な知識と

技術を習得する． 

〔履修上の留意点〕 
宿題やノートの未提出は，テスト点の優良に関係なく不可の認定となるので，期限を守り，しっかりと

提出してもらいたい 

〔到達目標〕 
前期中間試験：１）ディジタル回路の概念の理解，２）電気，電子回路の基礎知識の習得 

前期末試験：１）組み合わせ回路の理解，２）加法標準設計法の理解，３）カルノー図と回路の簡単化

手法の理解 

後期中間試験：１）様々な組み合わせ回路の理解，２）演算回路，MSI についての理解，３）ＲＯＭ，Ｒ

ＡＭ等の役割や仕組みの理解 

学年末試験：１）半導体，ダイオード，トランジスタの原理の理解，２）ＴＴＬ－ＩＣの動作原理，基本

特性の理解 

〔評価方法〕 
定期試験の成績（６０％） 

年間４回の定期試験の成績の平均により評価します．また，定期試験の評価が低かった学生には，

やり直しレポートを課します． 

課題・レポート・授業での取組（ノート提出，定期試験問題のやり直し）の回数（４０％） 

課題は，頻繁に出します．ノート提出については，無作為に回収します．課題・レポートは，締め切

り厳守とし，それ以後は，受け付けません．また，やむを得ず提出が困難であるときは，事前に連絡し

てください．なお，ノート提出時には，宿題等の確認をするのでディジタル回路専用のノートを各自用

意してください．ルーズリーフでの提出は，提出時に紛失の可能性があるので原則禁止します． 

〔教 科 書〕 
「教科書名：だれにもわかる ディジタル回路」，出版社：オーム社，著者：天野英晴，武藤佳恭 

〔補助教材・参考書〕 
補助教材：配布プリント 
ホームページ参照（http://www.info.nara-k.ac.jp/~matsuo/JYUGYO/DIGITAL/digital.html） 

 〔関連科目〕 
１年次の情報工学概論と本科目の両者で学んだ内容をさらに推し進め，２年次の情報工学実験Ⅰで使用する

ディジタル IC との関連を学ぶ．また，２年次への論理回路への基礎でもある． 
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講義項目・内容       

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 ディジタル回路について ディジタル回路とコンピュータの中身との関連を理解させる．  

第 2 週 ディジタル回路の基礎 ディジタル回路を学ぶ上での基礎知識を身に付ける．  

第 3 週 ディジタル回路の基礎 ディジタル回路を学ぶ上での基礎知識を身に付ける．  

第 4 週 電気回路の基礎 電気回路の基礎知識を理解させる．  

第 5 週 電気回路の基礎 電気回路の基礎知識を理解させる．  

第 6 週 電子回路の基礎 電子回路の基礎知識を理解させる．  

第 7 週 電子回路の基礎 電子回路の基礎知識を理解させる．  

第 8 週 中間試験   

第 9 週 組合せ回路について 組合せ回路の原理を理解する．  

第 10 週 MIL 記号法 MIL 記号法を用いた論理ゲートの表現方法について理解させる．  

第 11 週 基本ゲートの変換 基本論理ゲート間の変換方法について理解させる．  

第 12 週 加法標準設計法 加法標準設計法を理解させる．  

第 13 週 加法標準設計法 加法標準設計法に関連したいくつかの方法を理解させる．  

第 14 週 カルノー図 カルノー図の理解と役割について理解させる．  

第 15 週 回路の簡単化 例外的な状況でのカルノー図を用いた簡単化の方法を理解させる．  

前期期末試験 

第 16 週 他の組合せ回路 様々な組合せ回路の紹介し，その役割を理解させる．  

第 17 週 演算回路 演算回路の役割と演算の原理について理解させる．  

第 18 週 ALU,デコーダ ALU とデコーダの役割と動作原理について理解させる．  

第 19 週 エンコーダ，データセレク

タ エンコーダとデータセレクタの役割と動作原理について理解させる．  

第 20 週 コンパレータ，パリティチ

ェッカー コンパレータ，パリティチェッカーの役割と動作原理を理解させる．  

第 21 週 ＲＯＭ ＲＯＭの役割と仕組みを理解させる．  

第 22 週 ＲＡＭ ＲＡＭの役割と仕組みを理解させる．  

第 23 週 中間試験   

第 24 週 半導体,ダイオード 半導体とダイオードの動作原理と応用例を理解させる．  

第 25 週 半導体,ダイオード 半導体とダイオードの動作原理と応用例を理解させる．  

第 26 週 DTL と TTL(トランジスタ) TTL-IC の内部構成におけるトランジスタの役割を理解させる．  

第 27 週 TTL-IC の動作原理 TTL－IC の役割と動作原理について理解させる．  

第 28 週 TTL-IC の基本特性 TTL-IC の電気的特性について理解させる．  

第 29 週 TTL-IC の動作能力 TTL-IC の駆動能力であるファンアウトについて理解させる．  

第 30 週 TTL-IC の動作能力 TTL-IC の駆動能力であるファンアウトについて理解させる．  

学年末試験 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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情報リテラシ 

（Information Literacy） 
 

 

１年・通年・２単位・必修 

情報工学科・ 

担当 松村寿枝（前期），山口賢一（後期） 

〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

（２） 

〔システム創成工学教育プログラム

学習・教育目標〕 

 

〔JABEE 基準〕 

 

 

〔講義の目的〕 

  コンピュータを最大限に利用して様々な問題を処理するためには，積極的かつ自主的に問題解決に

取り組む意思や意欲のほかに，問題解決するための様々なツール（道具）を使いこなせる必要があり

ます．このツールを自由自在に取り扱うためには，そのツール特有の操作方法や使用目的を十分に理

解しておく必要があります．この科目では，コンピュータを最大限に利用するために，身につけてお

かなければならない必要な基本的な事項，知識，そして，技能を身につけます． 

 

〔講義の概要〕 

  この科目では，大きく分けて２つのカテゴリーに分けて講義します．まず，情報工学を学ぶ上で必

要なルールと言うべき情報倫理について，次に，コンピュータを道具（ツール）として，使用するた

めのテクニックである情報リテラシを習得します． 

 

〔履修上の留意点〕 

実習・レポートがあるので欠席しないことが一番重要です．レポートは期限を守って提出するよう

にしてください．授業時間内で終了しなかった課題については各自放課後等の時間を利用してやり遂

げるようにしてください． 

〔到達目標〕ペーパテストは実施せず、課題、演習により到達度を評価する 

前期中間時点：１）情報倫理の理解、２）ログイン、キー入力など基本的なPC操作の理解、 

３）情報収集方法の理解、４）メールによる情報伝達方法の理解 

前期末時点： １）情報整理，発信方法の理解、２）ワープロソフトを用いた文章作成能力の理解 

３）表計算ソフトを利用したデータ整理方法の理解 

後期中間時点：１）プレゼンテーションソフトを使った情報発信方法の理解 

２)html による web ページの作成、  

３)ホームページ作成ソフトを利用した Web ページの作成 

学年末時点：  １）企画書作成を通した自ら情報を発信する能力の獲得  

２）アルゴリズムについての理解 

３）適切なツールを利用して情報を総合的に収集，整理，加工，発信する能力の獲得

〔評価方法〕 

・課題，レポート，実習による評価，e-Learning による小テスト 80％ 

・情報リテラシに対する取組 20％ 

上記の取組点は，情報処理技術者試験の資格取得や情報オリンピック，各種コンテストの参加、

授業内での取組に対して配点を行うものです. 

 

〔教 科 書〕 

ネットワーク社会における情報の活用と技術 岡田 正ら著（実教出版発行） 

30 時間でマスター Windows7 対応 Office2010(実教出版) 

〔補助教材・参考書〕 

教員作成 e-Learning コンテンツ 

〔関連科目・学習指針〕 

この科目以後の本学科におけるプログラミング言語を使用する科目の基礎となります．また，情報

工学科の学生として，あらゆる場面でのコンピュータの使用状況における全てに関連があります． 
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講義項目・内容           

週数 講義項目 講義内容 
自己

評 価

＊ 
第１週 情報を学ぶ意義とは ガイダンス、“情報および工学とは”について説明する  

第 2 週 パソコンの使い方 パソコン使用方法とキーボードを使った文字入力の演習を行う  

第 3 週 情報のディジタル化 情報をディジタル化する仕組みについて理解させる  

第 4 週 メールによる情報伝達 メールによる情報伝達に関する実習を行う  

第 5 週 ソフトウエアの利用Ⅰ 表計算ソフトで簡単な演算に関する演習を行う  

第 6 週 ソフトウエアの利用Ⅱ プレゼンテーションソフトと画像処理方法に関する演習を行う  

第 7 週 ハードウエア パソコンの内部や処理方法について理解させる  

第 8 週 ワープロソフトの利用 Word を利用して文書作成の演習を行う  

第 9 週 自己アピールプレゼン プレゼンソフトによる自己紹介の発表会を行う  

第１0 週 情報発信と個人の責任 情報発信で留意する点について理解させる  

第１1 週 Web ページの構造 Web ページ作成ソフトを用いて html を理解させる  

第１2 週 簡単な Web ページの作成 Web ページ作成ソフトを用いて自己紹介 HP を作成させる  

第１3 週 課題作成日 これまでの課題作成を行う  

第１4 週 プレゼン資料作成日 プレゼン資料の作成を行う  

第１5 週 プレゼン発表会 PowerPoint を使って、情報の送受信に関するプレゼンを行う  

前期期末試験は実施しない 

第１6 週 情報発信方法の理解２ PowerPoint を使って、プレゼンテーション演習を行う  

第１7 週 情報発信方法の理解３ PowerPoint を使って、プレゼンテーション演習を行う  

第１8 週 html の理解１ html の基礎についての講義を行う．  

第１9 週 html の理解２ html を用いて簡単なホームページの作成を行う．  

第 20 週 ホームページの作成 ホームページ作成ソフトの利用方法を理解する．  

第 21 週 企画書作成１ 企画書を作成する目的，方法を理解させる．  

第 22 週 企画書作成２ テーマに基づいて企画書を作成するための，情報収集を行う．  

第 23 週 企画書作成３ テーマに基づいて企画書を作成る．  

第 24 週 アルゴリズム１ アルゴリズムの基本について理解させる．  

第 25 週 アルゴリズム２ フローチャートなどを用いて基本的なアルゴリズムを表現する．  

第 26 週 最新技術体験１ Web アプリケーションなどを安全に利用する方法を理解する．  

第 27 週 最新技術体験２ Web アプリケーションなどを利用し，情報を処理する方法を理解

する．  

第 28 週 ディレクトリ構造 階層ディレクトリ構造について理解する．  

第 29 週 TeX による文書作成 LaTeX による文章作成を行う．  

第 30 週 まとめ 授業内容の総復習を行い，習得した能力を活かすための演習を行

う．  

学年末試験は実施しない 
＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 
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